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 1933 年 6 月 9 日、第二共和国時代のマドリード、ガリレオ通りのアパートで一人の若い女
性が母親によって銃殺された。娘の名前はヒルデガルト1。母親はアウローラ・ロドリゲス・カ
ルバジェイラ。異常なまでに娘に執着する母親がみずからの手で娘を殺害した事件だった。検
死の結果、4 発の銃弾は 2 発が左側のこめかみに、1 発が心臓に、そして 1 発が右の下あごに
打ち込まれていた2。検死に立ち会った医学生から情報を得たノーマン・ヘア（Norman Haire）3 









 スペインでは 1931 年に第二共和国が成立し、女性の参政権が認められ、女性議員も誕生す
るなど、女性の地位は向上していた7。そんな中にあっても、他の女性政治家や知識人女性とは、
                                                          
1 Hildegart スペイン語では h を発音しないため、イルデガルトと発音される場合もあるが、本論文では
ヒルデガルトと表記する。 
2 Valezuela Moreno, José, Un informe forense: el aseninato de Hildegart visto por el fiscal de la 
causa,Madrid, Maricel, 1934. pp.54-55. Valenzuela はアウローラの裁判での検事。 
3 オーストラリアの性科学者。シドニー大学の Norman Haire Collection に所蔵されているエリスとの書
簡 Norman Haire Collection 3.16 にはヒルデガルトに関する言及がある。いくつかの書簡は British 
Library Havelock Ellis Papers に同じものが所蔵されている。 
4 イギリスの性科学者。優生学の支持者で性改革世界連盟の代表の一人であった。 
5 Havelock Ellis Papers, British Library Manuscript 所蔵。folio 64. 日付は 1933 年 5 月 16 日となって
いるが、正しくは 6 月 16 日。 
6 Domumentos RNE “Aurora Rodríguez y su hija Hildegart: el asesinato de la mujer moderna” 2011 年
12 月 3 日放送のスペイン国営ラジオ番組。RNE ホームページから podcasting で聴取可能。 
http://www.rtve.es/alacarta/audios/documentos-rne/documentos-rne-aurora-rodriguez-hija-hildegart-a
sesinato-mujer-moderna-03-12-11/1264483/  2011 年 12 月 1 日最終アクセス。 
7 第二共和国下での女性を巡る状況については、拙稿「スペイン第二共和国 政治・女性・宗教を巡って」



























                                                                                                                                                       
専修大学人文科学年報 38 号、2008 年 3 月を参照。 
8 Valenzuela Moreno,op.cit., pp.60-69. 
9 こうした女性たちを「断髪」という切り口で分析した研究として、磯山久美子『断髪する女性たちー1920
年代のスペイン社会とモダンガール』新宿書房、2010 年がある。 
10 スペインでは 1931 年憲法で女性の参政権が実現した。ただし、フェミニズムの立ち後れたスペインにあっ
て女性参政権を支持するか否かは必ずしも女性の地位向上を目指すかどうかとは一致しなかった。ヒルデガ
ルトも女性の教育不足、右派の勢力伸張を恐れて、1931 年時点での女性参政権実現には反対していた。 
11 Mangini, Shirley, Las modernas de Madrid:las grandes intelectuales españolas de la vanguardia, 
Barcelona, Ed.Península, p.231. 
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 ヒルデガルトは 13 歳で執筆活動を始めてから母親に殺された 18 歳までの短期間に、法学、
文哲学の学位を取り12、さらに医学も学びながら、精力的な執筆、講演活動、政治活動を行なっ
た。ヒルデガルトが特に熱心に取り組んだのが性問題の解決であった。ヒルデガルトは性につ
いて多くの著作を執筆し、1932 年 3 月に設立された性改革世界連盟（WLSR： the World 

















の映画はヒルデガルト母娘と親しかったエドゥアルド・デ・グスマン（Eduardo de Guzmán）17 が
                                                          
12 ヒルデガルトは法学の学位をとったが、当時のスペインでは 21 歳になるまで弁護士としての活動は認
められていなかったため、弁護士という肩書きを使っていることもあるが、実際には弁護士としての四 g
とはしていなかった。 
13 優生学に基づく性改革を目指す組織。以下 WLSR と略記する。1921 年にベルリンで、1928 年にコペンハー
ゲン、1929 年にロンドン、1930 年にウイーン、1932 年にブルノで会議が開かれ、そのうち、コペンハーゲ
ン、ロンドンでの会議については会議録が出版されている。Riese, Hertha & Leunbach, J.H. Sexual Reform 
Congress, Copenhagen, 1.-5., VII, 1928 : proceedings of the Second Congress, Levin & Munksgaard, 1929, 
Haire, Norman (ed), Sexual Reform Congress, London, 8.-14., IX, 1929, World League for Sexual Reform : 
proceedings of the Third Congress, Trubner, 1930.  
14 この点については、Sinclair, Alison, Sex and Society in early twentieth-century Spain:Hildegart 
Rodríguez and the World League for sexual reform, Cardiff, University of Wales Press, 2007,Chapter 5 
“Hildegart’s ‘child’:the Spanish Liga”を参照。 
15 Sexus は 2 号までしか刊行されなかった。 
16 Hildegart, El problema tratado por una mujer española, Madrid,Ediciones Morata, 1977.  La rebeldía 
sexual de la juventud, Barcelona, Anagrama, 1977, Medios para evitar el embarazo: paternidavoluntaria, 
Zaragoza,Guara, 1978. 
17 La Tierra 紙の編集主幹で、アナーキストのジャーナリスト、作家。フランコ時代にはアングロサクソ


























                                                                                                                                                       
ン系のペンネームを用いて執筆活動を行っていた。ヒルデガルト母娘を一番間近で見ていた人物の一人で
ある。 
18 エーリッヒ・ハックル『アウローラの動機』クインテッセンス出版、1992 年 
19 http://www.elpais.com/articulo/madrid/Miras/recrea/asesinato/Hildegard/metros/ocurrio/elpepiautmad/ 
20021203elpmad_19/Tes  2012 年 2 月 1 日アクセス 
20 Cal, Rosa, A mí no me doblega nadie;Aurora Rodríguez Su vida y su obra (Hildegart), A Coruña, 
Edicions do Castro,1991. 
21 Fajardo, José Manuel, ”Aurora Rodríguez, La tragedia de la Eva futura” Cambio 16, No.806, 
11-mayo-1987, pp.130-136. 
22 Rendueles Olmedo,Guillermo, El manuscrito encontrado en Ciempozuelos, Madrid, Ediciones de la 
Piqueta,1989. 
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クレアの著作に所収されている。Sinclair, op.cit., pp.163-216. 
24 Losada Urigüen,María, “El pensamiento político de Hildegart: entre socialismo y revolución”, 
Germinal, núm.2, Oct.2006. 
25 Domingo, Carmen,Mi querida hija Hildegart , Barcelona, Destino Libro, 2008. 
26 人々は彼女を「赤い処女 laVirgen Roja」と呼んだ。この名前はヒルデガルトによると、青年社会労働
党の集会の場で、マリアノ・ビジャプラナが「ヒルデガルトは我々の赤い処女だと紹介した」ことから広
まったという。 
Hildegart, “Cuatro años de militante socialista”, La Tierra, 3, oct.,1932. 
27 Havedock Ellis, “Red Virgen”, The Adelphi., July,1933. The Adelphi はイギリスの独立労働党系の雑誌。 
28 Mi hija Hildegart, Fernando Fernán Gómez, DVD  
29 Liew, Maria Van, “Defying the Past in Post-Franco Spain:The Interrogation of Aurora Rodríguez”, 
Mosaic, Univ.of Manitoba,Vol.36, tomo 3, Sept.2003.  
30 Martínez López, Francisco, Ferrer Delso, Ventura, De Pepito Arriola a Hildegart, Ferrol,Sociedad de 
Cultura Valle Inclán, 2006. 










ように父親は単に「生理学上の協力者（colaborador fisiológico）」35 であっただけだからだ。 
 ヒルデガルトが、まわりの子供より早い時期に歩いたり、言葉が話せるようになったという
のは、あくまでも母親アウローラが語ったことなので、真偽のほどは明らかではない。ただし、











                                                          
31 Valenzuela, op.cit, p.44. 
32 De Guzmán,Eduardo,Aurora de Sangre, Barcelona, Mundo Actual de Ediciones, 1978,p.61. 
33 Cal, Rosa,”Tras el padre de Hildegart”, Cambio 16, No.1045, 2-12-1991, pp.125-6. 
34 カルの著作の巻末にはパジャスの執筆したカトリックに関する文章が所収されている。Cal, A mi me 
doblaga nadie, pp.209-214. 
35 Pérez Sanz, Pilar, Bru Ripoll, Carmen, “La Sexología en la España de los años 30 ,tomo II  
Hildegart o la historia de Aurora Rodríguez, su madre”, La Revista Española de Sexología N.32, 1987, 
p.76. 
36 Letter from Hildegart, 5-Jan.-1932, Havelock Ellis Papers, folios 11-16,. 
37 Coca Medina,Gabriel, “Un parricidio intelectual en 1933 La muerte de la Virgen roja”, Tiempo de 
Historia, 19-Junio-1976. 
38 アウローラの人生については精神病院に残されていた資料 ”Manuscrito encontrado en Ciempozuelos”
による。Rendueles, op.cit., pp.13-48.この部分は Domingo の著作にも再録されている。Domingo, op.cit., 
pp.282-312. 
39 アウローラの姉、ホセフィーナについては Cal, A mi me doblaga nadie, p.27-30. に拠る。 





























                                                          
40 Rendueles, op.cit., p.23 
41 Ibid., p.22. 
42 Ibid., p.23. 
43 アウローラがヒルデガルトを出産したのは 1914 年で第一次世界大戦のニュースが報道されていた。 
44 Havelock Ellis, “The Red Virgen”, Adelphi July 1933 p.175. 
45 スペインでは父方の姓、母方の姓を組み合わせて子供の姓とするのが通常である。 



























                                                          
46 例えば、Liga Mundial para la reforma sexual, Liberal, 3-marzo-1932 では性問題改革世界連盟のスペ
イン支部の設立で、彼女の名前が挙がっているが、Hildegard と書かれているほか、スペルミスは新聞記
事等でも散見される。 




48 Havelock Ellis, The Red Virgen, p.175. 
49 Rendueles, op.cit., pp.28-29. 
50 De Guzmán, op,cit., pp.40-41. 
















という事情もある。1929 年 9 月には全国大会で青年部の副代表に選出された52。1932 年 10 月
に社会労働党と袂を分かつまで、社会労働党の機関誌「エル・ソシアリスタ」が執筆活動の中
心となっていく。「エル・ソシアリスタ」には 1929 年 2 月から 1931 年 8 月まで記事を執筆し
ている。 










                                                          
51 Sinclair, op.cit., p.49. 
52 Losada Urigüen, p.73, 
53 Hildegart, ¿Se equivocó Marx…?, Ediciones Boro, Madrid, 1932. 本書は 400 頁の大部の著作である。 
54 Hildegart, ”Por qué soy federal”, La Tierra, 7-junio-1933. 
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た。『マルクスは間違っていたのか・・・？』では、本文の後に「社会労働党と UGT へ」とい












した近代女性（Una mujer moderna ante el problema eugénico）』（1929 年）『あるスペイン
女性による性問題（El problema sexual tratado por una mujer española）』（1931 年）『若者
の性反逆（La rebeldía sexual de la juventud）』（1931 年）『マルサス主義とネオマルサス主義











                                                          
55 Ibid., p.393. 
56 ヒルデガルトの政治的軌跡については Losada Urigüen, op.cit. を参照。 
57 講演録は ”Maternidad consciente” として以下に掲載されている。Noguera, Enrique y Huerta, 
Luis,Genética, eugenesia y pedagogía sexual: libro de las primeras jornadas eugénicas españolas, 
pp.203-244. 
58 スペイン語ではなく、英語の「バースコントロール」という言葉をそのまま用いている。 
59 Letter from Hildegart, 5-Jan.-1932, Havelock Ellis Papers Folios 11-16. 
60 Cal, A mi me doblaga nadie., p.91 

























                                                          
61 Pérez Sanz y Bru Ripoll, op.cit. p.73. 
62 Ibid., p.94. 
63 内分泌専門の医師で WLSR スペイン支部の代表を務めていた。 
64 Hildegart, El problema sexual tratado por una mujer española, Madrid, Ediciones Morata, 1931はグ
レゴリオ・マラニョンに捧げると記されている。 
65 Letter from Hildegart to Ellis, 23-Oct.-1931. Havelock Ellis Papers, folio 4.  
66 Hildegart, ¿Quo vadis, Burguesía?, Madrid, Edición Novela Proletaria, 1932. 
67 Havelock Ellis Papers, folio 104. 
68 監獄での事件とは投獄されていたアルカラ・サモーラとラルゴ・カバジェーロが真夜中に二人で独房に
いたということ。Letter from Hildegart 5-Jan,-1932, Havelock Ellis Papers. Folios 11-16 
69 Havelock Ellis Papers, folio 105. 
70 Havelock Ellis Papers, folio 109. 




























Margaret Sanger Papers に残されている71。ヒルデガルトからの 1931 年 10 月 23 日付けの手
紙が届いたとき、サンガーはよくある若い少女からのアドバイスを求める手紙なのだと思って
                                                          
71 “Sanger and the Red Virgen,” Margaret Sanger Papers Project, Newsletter, #30, Spring 2002. 
http://www.nyu.edu/projects/sanger/secure/newsletter/articles/sanger_and_red_virgin.html  2012 年 2
月 10 日最終アクセス 
― 29 ― 






















る78。ここでも大きな疑問が浮上する。19 世紀後半から 20 世紀にかけて、スペインの科学界
が反フェミニズムの旗ふりをしていたという点はスペイン女性史の先駆的著作でスカンロンも
指摘している点である79。そのような科学界のメンバーがいくら進歩的な人々であったとして
                                                          
72 Ellis to Margaret Sanger, Dec.11, 1931, Ibid. 
73 Hildegart to Sanger, Jan?, 1932, Ibid. 
74 Hildegart to Sanger, March?, 1933, Ibid 
75 Letter from Gillet-Gatty to Ellis, 11-Aug.-1933, Havelock Ellis Papers, folios 75-76. 
76 ウェルズは一時期、サンガーと恋人関係にあった。ヒルデガルトについては、エリスから情報を得たの
かもしれないし、サンガーからだったかもしてない。 
77 Cal, A mi me doblaga nadie, p.136. 
78 性改革スペイン協会の活動については Sinclair, op.cit. の Chapter 5,6, を参照。スペインの優生学につ
いては、千葉淳子「スペインにおける優生学と女性—第一回スペイン優生学大会講演論文集からー」『スペ
イン史研究』15 号、スペイン史学会、2001 年 10 月、1〜15 頁を参照。 
79 Scanlon, Geraldine, La polémica feminista en le España contemporánea, 1868-1974, Madrid, Akal, 
























 1931 年に発行され、スペイン国立図書館に所蔵されている『性教育』86 には「アウローラ・
ロドリゲス・カルバジェイラ」のサインがある。フェルナン・ゴメスの映画にもヒルデガルト
が母親にこれは「私たち二人の作品」だからとサインするよう懇願する場面があった。 
                                                                                                                                                       
1986. 第 4 章 pp.159-194 を参照。 
80 Sinclair, op.cit., pp.96-97. 
81 スペインの脳科学者。1906 年にノーベル生理学・医学賞を受賞している。 
82 1936 年から活動をしたアナーキスト系フェミニスト組織ムヘレス・リブレスの創設メンバーの一人で医者。 
83 Capdevila-Arguelles, Nuria, Autora inciertas, pp.199-200. 
84 Cal,A mi me doblaga nadie, p.137. 
85 “Martirio y Muerte de Hildegat”, Crónica, 12-junio-1934, Havelock Ellis Papers Folio 138. 
86 Hildegart, Educación Sexual, Madrid, 1931. 
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87 Coca Medina, Gabriel, ”Con la camarada Hildegart, propagandista de la rebeldía sexual de la 
juventud”, El Socialista, 5-dic.-1931. 
88 Coca Madina, Gabriel, “Un parricidio intelectual en 1933 La muerte de la Virgen roja”, Tiempo de 
Historia, 19-Junio-1976, p.41. 
89 Ibid., p.42, 
90 Katharine Gillet-Gatty はシンクレアによれば、1920 年代初頭に看護師としての訓練を受け、産婦人科
で働いていた人物。Sinclair, op.cit., p.145. おそらくは Crawford, Elizabeth, The women’s suffrage 





91 Letter to Ellis from Mrs. Katharine Gillet-Gatty 1/7/1933.  Havelock Ellis Papers, folio 72.  
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ままのカンガルーの子供のようである」92 と懸念していた。 


























                                                          
92 Coca Medina, 1976, op.cit. 
93 Silverira-Armesto, Blanca. ”Las mujeres de la República”, La Libertad, 5-abril-1933, citado por Rosa 
Cal, op.cit., p.97. 
94 Hildegart “Caín y Abel”, La Tierra, 18-mayo-1933. 
95 De Guzmán, op.cit., p.33. 
96 Rendueles, op.cit., p.38. 
97 De Guzmán op.cit., p.33. 































99 Massa, Pedro,Epílogo de un crime sensacional, Crónica, 14-junio-1934. 
100 Ibid. 
101 1938 年 5 月 27 日、懲役 27 年 8 ヶ月 1 日の判決が出た。 
102 De Guzmán, op.cit., p.199. エドゥアルド・デ・グスマンの著作がそのようになっていたので映画でも
そう描かれている。 
103 Fajardo, José Manuel, “Un delirio redendor”, Cambio 16, N.806,11-mayo-1987.pp.132-133. 





 本稿は平成 21 年度専修大学研究助成「20 世紀スペインのセクシュアリティーの研究」の成
果の一部である。 
